
今回日常使われている方言を中心に学んで行きましょう。 

  

まず、日頃お茶を飲むときに使う方言を見ていきましょう。 

  

  

 お茶を飲むのに必要なもの、そう、それは、 

こちら 

 

            

そうです。きゅうすです。ちなみに「急須」って漢字を書きます。 

こちらを方言にするときびしょといいます。 

  

 きゅうすをきびしょと言っている地域は京都、福島、埼玉、神奈川、九州地方など、ほかにも２０以上

の地域で 

使われています。 また、西日本では一般的に使われているみたいです。 

北海道や青森では、きびちょといわれているみたいですね。 

  

  



 次にこちらは、家にある人と、ない人がいます。 

 

ドン 

           

囲炉裏です。こちらを方言になおすとよろばだと言います。 

みんなここのまわりにに座ってお茶を飲み、おしゃべりするわけです。井戸端会議ならぬ、よろばだ会議

です。   まあこんな感じに 

 

 

Aさん「まず、ほう、上がって休めんす」 

Bさん「んだの、へばちょっとばっかおぢゃどっつぉなろげ」 

Aさん「ほう、けっつはっけすけ座布団しいでくれ」 

Bさん「いやいや、座布団なんもってなすけしがね」 

Aさん「だぁ～！しげっちゃぁ～」 

Bさん「えぇ、んだばひごげ」 

 

訳すと 



Aさん「さあ、どうぞ、あがって休んでいってください。」 

Bさん「じゃあ、ちょっとお茶でもごちそうになろうかな。」 

Aさん「さあ、お尻が冷たいから座布団ひいてください」 

Bさん「いやいや、もったいないので座布団は大丈夫ですよ」 

Aさん「いや、ぜひひいてください」 

Bさん「はい、ではひきます」 

  

  どうでしたか？勉強になりましたか？  では、また次回お楽しみに。 

 


